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 2021 年度事業報告(2021 年 4 月～2022 年 3 月) 

 

1．事業の成果 

震災から 11 年経った 2021 年度も前年度に引き続き、世界的に新型コロナウィ

ルス禍の状況が続いた。感染拡大防止のために年度当初に予定した催しの多くを

見合わせた状況であった。 

多くの避難されている方々が、避難生活を余儀なくされている上に、このコロ

ナ禍での自粛生活を強いられ、誰でもが身体面、メンタル面の不調が懸念される

状況である、 

これまでの支援活動で、つちかった避難者同士、避難者―支援者、社会資源と

のつながりが途切れてしまい、避難当初の孤立化に戻ってしまうリスクが非常に

懸念される。 

高齢者にとっては、TV 会議によるミーティングもハードルが高く、往復はがき

による生活状況確認やお花の種をお送りして、その様子の写真をもらい広報誌に

掲載する、等のコミュニケーションでつながりの維持を図る活動をおこなった。 

また、個別に許可いただける方には、ご自宅の近くで面談する個別訪問を実施、

お悩み事は、11年を経過してもつきず、いままで放置していたふるさとの建屋の

問題であったり、帰還のお考えであったり、おひとりお一人が、やっとその気に

なったり、未解決であることに着手したり、と個別的で様々である。 

復興庁の統計では、全国の避難者は約 3.5 万人、神奈川は 1,916 名（2022.4.28

データ）であり、神奈川県の避難者は、1年前から、18 名減であり、多くの方が

望むかどうかにかかわらず、しばらくはお住まいになる構えでいると思われる。 

これまでは大規模災害に見舞われても、発災から数年たてば避難元の故郷へ帰

還し生活再建が可能となり、避難者または被災者とは呼ばれなくなっていたが、

東日本大震災の場合は、歴史上未だかつて経験のない原発事故を併発し、11 年目

を迎えた段階でも、多くの方々が慣れない地域での避難生活を余儀なくされてい

るのが現状である。 

私たちはこのような現実を踏まえ、東日本大震災に対する想いを風化させるこ

となく、これからも身近に避難されている方々と共に生活再建の諸問題に取り組

んでいきます。 

 

 

2．事業内容 

（1）特定非営利活動に係る事業 

①福島県県外避難者帰還・生活再建助成事業（福島県補助事業） 

   ・内 容 第 13 回ふるさとコミュニティの開催、 福島・神奈川避難

者交流会 in 福島開催、当事者団体バスハイクの開催、会報

「ともにあゆむ」の発行 

・日時、場所：別掲 

・従業者人員 ２人 

・受益対象者 県内及び周辺地域在住の避難者 
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・支 出 額 1,462,239 円 

  ②福島県県外避難者への相談・交流・説明会事業（ふくしま連復委託事業） 

・内 容 避難者出張個別相談、安否生活状況確認、神奈川散歩カ 

フェ、県サポ（ヨーガ）お茶っこ、テーマ別お茶っこ、 

神奈川県内出張地域お茶っこ 

・日時、場所： 別掲 

・従業者人数 5 人 

・受益対象者 県内及び周辺地域在住の避難者 

・支 出 額 2,848,514 円 

  ③あゆむ会独自事業 

・内 容  

・日時、場所： 別掲 

・従業者人員 ２人 

・受益対象者 県内及び周辺地域在住の避難者 

・支 出 額 299,261 円 

 

 （2）その他の事業 

その他の事業については該当するものがありません。 

 

事業内容の詳細については２―１.以降の事業実績を参照ください。 

 

２－１．2021 年度福島県県外避難者帰還・生活再建支援助成事業 

（福島県補助事業） 

 

（１） 第 13 回ふるさとコミュニティ in かながわ開催 ⇒中止 

日時：２月１９日予定 

場所：波止場会館予定 

参加者：コロナ感染予防対策を講じた上で、ヨーガお茶っこ、ものづくりコー

ナー、オンライン交流等を予定していたが中止とする。 

 

⇒感染状況を見ながら実施をすべく調整し、最終的に２月１９日に実施すべく

会場の予約、告知も進めていたが、神奈川県に発出されたまん延防止等重点措

置、及び感染状況やワクチンの接種状況を考慮すると、この時期に人が集まる

催し物は控えるとの結論に達し、やむを得ず中止を決定。 

 

（２） 福島・神奈川避難者交流会 in 福島 ⇒中止 

 日時：２０２１年秋 

 場所：福島県内 

        神奈川から福島県への帰還者と神奈川の避難者との交流会を福島県内で開催

し、互いの情報交換と交流を深める計画であったが開催中止とした。 
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⇒２０２１年秋の実施をめざし、双葉町の「双葉町産業交流センター」で帰還

者との交流会、浜通りの復興状況の視察後、浪江町の「いこいの村なみえ」へ

の宿泊を検討していたが、オミクロン株の広がり、ワクチン接種状況を考える

と、長時間のバス移動と家族外での同室泊を伴う交流会は時期尚早と判断し中

止。 

 

（３）当時者団体バスハイク支援 

 日時：２月１５日予定 

 場所：平塚予定 

  

⇒２月１５日に平塚訪問を予定していたが、感染状況を考慮し中止し、２０２

２年度に再度実施を検討することになった。 

 

（４）会報「ともにあゆむ」の発行、行事案内およびお知らせ 

 日時：年６回 

 場所：事務局にて発行 

 

   年度当初の計画では隔月に発行し年間で 6回発行する計画であったが、52号ら

56 号までの 5回の発行となった。 

 

   各号の発送日、掲載内容は以下のとおりである。 

発送日 会報号 行事・お知らせ 

６月１８日（金） ５２号 

・お茶っこ、散歩カフェ案内 

・２０２１年度５１号で送付したひまわ

りの生育状況の投稿写真 

・横浜学習室の情報 

 

９月４日（土） ５３号 

・10 月２日開催、オンライン交流会の

案内 

・ひまわりの成長記録写真 

・ご様子伺いのために送付した往復はが

きの質問「コロナが終わったら何をし

たい？」に対する回答 

１０月２９日（金） ５４号 

・１０月２日オンライン交流会の報告 

・１２月４日交流会の案内 

・過去に実施したイベントの写真 

 

１２月２４日（金） 
５５号 

 

・２月１９日ふるさとコミュニティの告

知 

・２月１５日バスハイクの告知 
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・往復はがきの質問「年末年始のイチオ

シの過ごし方」に対する回答コメント 

２月１８日（金） ５６号 
・鈴木顧問退任あいさつ 

・１月１４日散歩カフェ報告 

 

 

２－２.2021 年度福島県県外避難者への相談・交流・説明会事業 

（ふくしま連携復興センター委託事業） 

 

（１） 避難者出張個別相談 

 日時：随時 

 場所：個別の要望に対応（直接対面で相談対応を想定） 

令和 3年度は 8件について個別面談実施 

 

（２）安否・生活状況確認 

日時：郵便はがきは７月、11 月、１月、そのほかは随時 

場所：来所・メール・電話・郵便はがき（3回分）による相談対応 

①発送日：7月 31 日  

381 世帯向け往復はがき発送 内 85 通返信（9/1 現在） 

②発送日：11 月 27 日  

366 世帯向け往復はがき発送 内 56 通返信（12/28 現在） 

③発送日：1月 26 日  

365 世帯向け往復はがき発送 60 通返信（3/3 現在） 

返信いただいた方々のはがき内容により再度電話・はがきなどにより連

絡。対面で面談をお許しいただいた方とは別途個別面談につなげた。 

 

 

（３）神奈川散歩カフェ 

 日程：年度 4回 

 場所：以下一覧参照 

     

⇒当初４回を予定していたが、屋内でのイベントが軒並み中止となったため、

屋外での実施となる散歩カフェを１回追加して５回実施。参加者との会話の中

で、外出の機会が減ったため足腰が弱くなったとの声も聞かれ、コロナ禍は

個々人の体力・体調にも影響を与えていることがうかがえた。 

     

開催日程、開催場所及び参加者数は以下のとおりである。 

日程 場所 参加者 備考 

７月１２日 赤坂離宮 ９名 有志のみ 

１１月１２日 上野東照宮 １５名  

１２月７日 港の見える丘公園近辺散歩 １３名  
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１月１４日 川崎大師 １８名  

３月２５日 くりはま花の国・ペリー記念館 １５名  

 

（４）県サポ（ヨーガ）お茶っこ 

 日程：年度内 5回（内 1回はふるコミュ会場） 

 場所：神奈川県民サポートセンター、もしくは 波止場会館 

        

⇒対面でのお茶っこを年間で５回予定していたが、立案できたのは２回で、う

ち１回はキャンセルとなった。代替案としてオンライン交流会を２回実施した

が、やはり対面での実施を望む声が多く、オンラインの壁は特に年配の方には

大きいことがわかったが、オンラインの参加者同士が実は避難元で知り合いだ

ったなど、交流の場として一定の役割は果たせた。 

【対面】 

１）１２月４日（土） 

場所：神奈川県民サポートセンター 

参加者：６名 

２）２月５日（土） 

 オミクロン株拡大に伴う感染者数増を踏まえて中止 

【オンライン】 

１）７月３日（土） 

 場所：波止場会館 

 参加者：会場７名、オンライン５名 

２）１０月２日（土） 

 場所：波止場会館 

 参加者：８名 ＊感染状況を考慮し、参加はオンラインのみ 

 

（５）テーマ別お茶っこ 

   日程：年度内 2回 

   場所：波止場会館 

 内容：将棋お茶っこ、いけばな or水引お茶っこ 

 

⇒２月１９日「第１３回ふるさとコミュニティ in かながわ」と同時に将棋お

茶っこ、いけばな or 水引お茶っこ開催を予定していただが、ふるさとコミュ

ニティの開催中止に伴い、テーマ別お茶っこも中止となった。 

 

（６）神奈川県内出張地域お茶っこ 

日程：年度内 3回 

場所：未定 

 

⇒新型コロナウィルスまん延防止措置により公共の場での集会を取りやめ、本

お茶っこは全中止とした。 
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２‐３．あゆむ会独自事業（外部関係機関との協議等） 

・2021年 4月 25日～5月 11日 首都圏を対象とした緊急事態宣言発令により

県民活動サポートセンター支援室の使用停止 

・3月 25日 かながわ避難者支援会議参加（書面会議） 

・神奈川県くらし安全防災局避難者支援課主催 

・6月 26日 2021年度理事会・総会開催 

・2022年 1月 7日～3月 22日 新型コロナまん延防止等重点措置公示 

・１月 15日～3月 13日 かながわ市民活動フェアー参加（オンライン開催） 

 

 

 

 

以上   

 


